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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)

【公開番号】特開2015-227260(P2015-227260A)
【公開日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-079
【出願番号】特願2014-113057(P2014-113057)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   31/06     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の製造方法に用いる原料物質は、トリニトロトルエン、シクロトリメチレントリ
ニトラミン、シクロテトラメチレンテトラニトラミン、四硝酸ペンタエリスリトール（Ｐ
ＥＴＮとも呼ばれる）およびトリニトロフェニルメチルニトラミンよりなる群から選択さ
れる少なくとも１種を含むことが好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　前記芳香族化合物としては、トリニトロトルエン（ＴＮＴとも呼ばれる）、トリニトロ
フェニルメチルニトラミン（テトリルとも呼ばれる）などが挙げられる。これらの芳香族
化合物のうち、入手が容易であることから、ＴＮＴが特に好ましい。前記芳香族化合物は
、単独で用いても、２種以上を併用してもよい。前記芳香族化合物を含む原料物質の具体
例としては、シクロトリメチレントリニトラミン（ＲＤＸ、ヘキソーゲンとも呼ばれる）
とＴＮＴを主成分とする混合爆薬、例えば、コンポジションＢ、サイクロトール（７５／
２５）、（７０／３０）、（６５／３０）、コンポジションＢ－２；シクロテトラメチレ
ンテトラニトラミン（ＨＭＸ、オクトーゲンとも呼ばれる）とＴＮＴを主成分とする混合
爆薬、例えば、オクトール（７５／２５）；などが挙げられる。前記芳香族化合物の２種
以上を併用する具体例としては、ＴＮＴとテトリルを主成分とする混合爆薬、例えば、テ
トリトール；などが挙げられる。
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